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は じ め に 

 

 

 

この年報は、瀬戸市消防本部における消防力の現状と、令和４年４

月１日現在における各種統計を、今後の消防行政の効率的な運営と消

防力の強化に資するとともに、消防事情を一般に紹介することを目的

に収録いたしました。 

消防・防災関係機関の皆様はもとより、広くあらゆる方面でご活用

いただき、消防行政により一層のご理解とご協力をいただければ幸い

に存じます。 

 

 

令和４年８月 

 

 瀬戸市消防本部  

 



昭和　４年 市 制 施 行 28.01 31,276 6,916

昭和２６年 水野村合併 50.67 54,779 11,670

昭和３０年 幡山村合併 71.36 64,681 13,588

昭和３４年 品野町合併 110.34 79,449 16,636

令和　４年 ４月１日現在 111.40 128,470 57,398

市　　　　勢　　　　概　　　　要

面　積（㎢） 人　　口（人） 世　　帯変　　遷

名古屋市

瀬戸市

瀬戸市は、名古屋市の北東約２０㎞に位置し、周囲を標高１００～３００ｍの小高い

山々に囲まれ、気候も温暖なまちで、「せともの（瀬戸物）」という言葉が、やきもの

の代名詞として広く知られています。

良質で豊富な陶土に恵まれたこの地で、先人たちは新しい技術や文化を柔軟に取り入

れ、「せともののまち」を発展させてきました。

長年受け継がれてきたやきものづくりの卓越した技は、多種多様なやきものづくりに

繋がり、陶器と磁器が共存する稀有な産地であるだけでなく、ノベルティ（置物・装飾

品）、ファインセラミックスなどが生産され、今も新しいものづくりが続けられていま

す。

項目
年別



一 目 統 計 

令和４年４月１日現在 

面積・人口等 

自 然 環 境 

面積 人口 世帯 気象(R3年中) P51 
    

111.40㎢ 128,470人 57,398世帯 
年平均気温  16.3℃ 
年平均湿度  69.1 % 
年間降水量 1,814㎜ 

 

消 防 予 算 

構 成 人 員 

消防予算 P1 施設数 P5 職員数 P6 団員数 P7 
    

13億 1,340万 0千円 

市民１人当たり 
10,223円 

消防本部  

消 防 署  

   分  署  2 

141人 

（内女性３人） 

245人 

（内女性分団員２１名） 

 

消 防 車 両 

水 利 

ポンプ車等 P5 特殊車両等 P5 救急車 P5 水利 P16 
    

水槽付きポンプ車 3台 

     ポンプ車 4台 
はしご車等 14台 高規格救急車 5 台 

消火栓   2,951基 
防火水槽等 566基 
(その他の水利を含む) 

 

災 害 件 数 

（令和３年中） 

火災 P29 主な火災原因 P30 救急 P38･44 救助 P46･47 
 

 
 

  

19件 

出火率 1.5件／万人 

たき火       4件 
放火・放火の疑い   2件 

出動件数  ５，３３７件 

（１４．６件/日） 

搬送人員  ４，９９３人 

現場到着時間 ７．３分 

出動件数 94件 

救助人員 46人 

 

予    防 

消防関係団体 

防火対象物 P17 危険物施設 P20 査察実施率 P22 消防関係団体 P24-27 

    
瀬戸防火防災協会連合会 

20連 区 
危険物安全協会 

297会 員 

自衛消防連絡協議会 
    18 隊  

自警団     

5団 
 
婦人（女性）防火クラブ 

7クラブ 
少年消防クラブ 

25クラブ 

防災会      
        2会 

4,333件 

製造所    3件 

貯蔵所  199件 

取扱所   99件 

15.2％ 
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令和３年度のトピックス 
 

１ 静岡県熱海市土砂災害へ緊急消防援助

隊を派遣 

 

令和３年７月３日に静岡県熱海市伊豆山地

区の逢初川で発生した土砂災害は、２８名もの

死者、行方不明者を出しました。 

瀬戸市からは、緊急消防援助隊として消火隊

及び後方支援隊の２隊９名が派遣され、令和３

年７月１０日から１９日までの内、計６日間に

わたって被災地での行方不明者捜索や救助活

動にあたりました。 

２ ３連区が１,０００日無火災達成 

 

萩山台、道泉、水南の３連区が、令和３年度

中に１,０００日間無火災を達成し、市長から特

別感謝状が贈呈されました。 

３ はしご車を更新 

 

 平成９年から２４年間にわたって運用して

いたはしご３２号車を最新の車両に更新しま

した。 

地上高３０メートル、先端部分が屈折する構

造になっており、今までのはしご車では障害物

等により近づけなかった場所へ接近すること

が可能となった最新鋭の車両です。 

    

 

４ 古瀬戸分団車両を更新 

 

約２１年間にわたって活躍した古瀬戸分団車 

を最新の車両に更新しました。 

普通自動車免許対応の３．５ｔ未満シャシを

採用し軽量かつコンパクトな車両としました。 

また、安全機能付きポンプ操作盤を装備しワ

ンタッチ操作で自動化することにより迅速、確

実な活動を実現した最新鋭の車両です。 
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